
公益財団法人 溶接接合工学振興会 贈呈式等

日 時 :令和元年 5月 15日  (オt)15:30～18:30

場 所 :溶接会館 2Fホール

授与式、受賞者プレセ
゛
ン

特別講演 【地球観測衛星「しずく」の開発と利用】

講師・中川敬三氏 宇宙航空研究開発機構 理事補佐

懇親会 10F特別ルーム

(司会)公 益財団法人溶接接合工学振興会 常務理事  南 二三吉 氏

1.開会挨拶 公益財団法人溶接接合工学振興会 理事長 野本敏治氏

理事長 野本敏治氏 授賞式・記念講演 会場



2.木原賞・金澤賞選 0授与式

木賞受賞者 2名

(左から :宮城氏、迎井氏)

金澤賞受賞者 2名

佐 から :宮崎氏、坪田氏)

受賞者 写真

木原賞 。金澤賞受賞者・受賞業績

賞 名 受賞者氏名 (所属会社) 受 賞 業 績

木原賞

宮城 雅徳 氏

(株式会社 日立製作所 )

レーザーを用いた溶接接合現象の見える化と溶

接プロセスの高度化

迎井 直樹 氏

(株式会社 神戸製鋼所)

特殊高合金溶接材料 と高強度炭素鋼の割防止技

術の開発・実用化

金澤賞

宮崎 克雅 氏

(株式会社日立製作所)

米国機械学会ボイラと圧力容器規格における原

子力用配管溶接部の評価不要許容欠陥寸法基準

の策定とその普及

坪田 秀峰 氏

(三菱重工業 株式会社)

組立精度向上を実現する高エネルギービーム溶

接技術の開発と実用化



日

　

場

佐々木賞 受賞者・受賞業績 (報告 )

時 :令和元年 4月 17日

所 :学術総合センター (東京都千代田区一ツ橋 2-1-2)

賞 名 受賞者氏名 (所属会社) 受 賞 業 績

佐々本賞 島貫 広志氏

(新 日鐵 株式会社)

溶接鋼構造物の延・脆性破壊性能評価技術および

疲労破壊防止技術の開発ならびに後進の指導“育

成に貢献した功績

写真 (野本理事長より佐々木賞を授与される島貫広志氏)



3.別講演 【地球観測衛星「しずく」の開発と利用】

宇宙航空研究開発機構 理事補佐 中川 敬三氏

講演会場

中川氏の講演



4.【講演要旨】



地球観測衛量「しずくJの

開発と利用

宇宙航空研究開発機構OAXA)
理事補佐 統括チーフエンジエア

中川 敬三

》「しずく』の利用



北極海の海氷の減少

2012年 9月 16日の「しずく」の観測
データ

北極海の海氷の減少
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気候変動予測

■国連の気候変動における政府間パネル(IPCC)第 4次評価報告書(2007年 2月 )では、

幾つかの温室効果ガス排出量シナリオに対して、将来の気温上昇量が予測されている。
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気候予測モ7~ルの機念

全球規模での高頻度観測データが必要 う 衛星観測



地球環境変動観測ミッシヨン(GCOM)
卜Global Change Observation Mission

CCOM…W
「しずく」

(2012年5月 18日打上)

畿 謹
瑾奎曇速 鼈重面温度
・土壌水分 菫陸上′ヽイオマス
・海水

GCOM―C
・クロロフィJレa
・海面水温     「しきさいJ

(2017年 12月 23日 打上)

鶴

水循環変動観測衛星
(G⊂OM―W) 「しずくJ
地上からのマイクロ波帯を観測し、海面水温、降水量、
土壌水分、積雪量等の地球の水循環に関する物理量を
計測する。

＼
‐二____AMSR2

観測センサ
高性能マイクロ放射計2
(AMSR2)

観測軌道
太陽同期率回帰軌道
高度:r・J¨

外形寸法 31■ (X)X175m(Y)X34m(2)

衛星質量 ∫991kg

発生電力 3880W(5年 後)以上

打車 2012■ 5月 18属

設計寿命 5年






































